






2017 年 3 月に公表された文部科学省の「大
学スポーツの振興に関する検討会議」の最終と












も「日本版 NCAA の創設」は明記され、10 月
より学産官連携協議会と学業充実 WG、安全安































（National Association of Academic Advisor 






NCAA は現在、①成績、② 1 年間の単位取
得数、③卒業に向けての単位の取得率の 3 つの
学業基準を設けて大学に報告を義務付けてい








NCAA のディビジョン I とディビジョン II
に加盟する大学には学生アスリートの卒業にむ
けた単位取得率の報告を義務付けている。













業可能率」はディビジョン I と II で多少ルー
ルが異なっている。
ディビジョン I に所属する大学には Gradua-
tion Success Rate（GSR）を報告させている。






ディビジョン II に所属する大学には Aca-
demic Success Rate（ASR）を報告させている
（図表 1 参照）。





ディビジョン III については、特に NCAA
から義務化されたものはなく任意での提出が推
奨されている。
（2） ク ラ ブ 単 位 の 成 績 管 理：Academic 
Progress Rate（APR）
2003 年の大きな学業基準改革でディビジョ































図表 1　ディビジョン II の男子種目のASRスコア（2016）
SPORT（種目） 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2017 N
Baseball 68% 69% 70% 69% 69% 70% 70% 71% 72% 10,997
Basketball 58% 59% 60% 58% 58% 58% 58% 58% 59% 6,155
Cross Ctry/Track 71% 72% 72% 72% 70% 70% 70% 71% 72% 7,078
Fencing 77% 71% 76% 71% 85% 100% 97% 90% 88% 41
Football 53% 54% 54% 54% 53% 53% 53% 51% 51% 20,380
Golf 70% 72% 74% 73% 73% 74% 75% 76% 77% 2,361
Ice Hockey 75% 78% 78% 77% 77% 79% 81% 83% 85% 451
Lacrosse 75% 77% 76% 76% 74% 74% 74% 70% 71% 1,623
Rifle（Mixed M/W） 88% 100% 88% 82% 83% 83% 83% 78% 71% 38
Skiing 85% 88% 87% 86% 88% 89% 89% 93% 92% 36
Soccer 68% 70% 71% 72% 72% 72% 71% 72% 73% 6,090
Swimming 76% 74% 76% 75% 75% 77% 77% 77% 78% 1,352
Tennis 77% 79% 79% 78% 78% 79% 81% 81% 82% 1,588
Volleyball 68% 66% 71% 72% 71% 70% 70% 71% 76% 224
Water Polo 72% 78% 77% 77% 80% 75% 80% 79% 76% 117
Wrestling 58% 57% 60% 57% 54% 55% 54% 54% 55% 1,921
＊2017 年報告データは 2007-10 コホートを示し、2016 データは 2006-09 コホートを示している。






















し Sarage らの研究チームは 130 大学を訪問し
全米規模のリサーチを行った。この研究結果は













を重ね NCAA は 1965 年に GPA で 1.6 以上の
成績が維持できなければ大会出場を制限する











た。図表 3 と図表 4 に各ディビジョンの GPA
とテストスコアの関係を示す。ディビジョン II
においては 1 年目は試合出場はできないが練習
図表 3　 ディビジョン I の GPA と ACT/SAT 必要
スコアの関係
Core GPA SAT ACT

























1974 年の NCAA NEWS には 1971 年から 1974
年までに NCAA が扱った主な裁判の相手と内
容、判決内容が公開されている。このほとんど
が NCAA が制定した 1.6 ルールに関するもの













ンが 3 回にわたり提言をしており、1990 年ご
ろから監督コーチ、アスレティックデパートメ
図表 4　ディビジョン II の GPAと ACT/SAT 必要スコアの関係
資格者（Full qualiﬁ er） 準資格者（Partial qualiﬁ er）
Core GPA SAT ACT Core GPA SAT ACT
3.3 以上 400 37 3.05 以上 400 37
3.2 440 41 2.95 440 41
3.1 480 43 2.85 480 43
3 520 46 2.75 520 46
2.9 560 48 2.65 560 48
2.8 600 50 2.55 600 50
2.7 640 53 2.45 640 53
2.6 680 56 2.35 680 56
2.5 720 59 2.25 720 59
2.4 760 62 2.15 760 62
2.3 800 66 2.05 800 66
2.2 840 以上 70 以上
図表 5　男子バスケットボールの学業優秀者






































れることになる。図表 11 はディビジョン I 加
盟校の 66.3％が受給資格があると仮定した場合
の 288 校が受け取れる 1 校当たりの配分金を示
している。2019-2020 シーズンの＄55,678 から
2031-32 には $541,368 にまで金額が増加してい
る。こうした数字を見せることで加盟校の学生
図表 6　初期の学業管理制度（1880 年代後半～ 1970 年代）
1889- Harvard University President Charles W. Eliot proposes reforms that would ban freshmen from inter-
collegiate competition and restrict student-athletes to three years of eligibility.
1903- Harvard bans freshmen from athletics competition; many other institutions follow in 1906.
1906- NCAA founded; “home rule” gives members the latitude to enforce their own eligibility standards.
1922- NCAA unanimously adopts 10-point resolution including initial eligibility concerns.
1939- NCAA votes to make freshmen ineligible for its championships.
1947-- Sanity code adopted.
1950- Sanity code abandoned.
1965- NCAA “1.6 rule” approved （requiring incoming student-athletes to have a high school record and 
standardized test scores suﬃ  cient to “predict,” based on a formula provided by the NCAA, a mini-
mum college grade point average of 1.6 on a 4.0 scale）.
1972- NCAA reinstates freshman eligibility in all sports.
1973- 1.6 rule rescinded; replaced with an eligibility standard that requires a grade point average of 2.0 or 
higher for graduating high-school athletes.








1 Knight Commission on Intercollegiate Athletics,“Keeping Faith with the Student Athlete: A New Model 






① SAT で 700 又は、ACT で 15 のスコア、② GPA2.0 以上、
③ 11 のコアコース科目を履修していること、がもりこまれた。




1989 Proposition42 を採用 それまでの Prop48 ルールをさらに厳しくし、partial qualiﬁ er が初
年度奨学金をもらえないという制限を設けた。1989 の定期総会で
承認された。
1990 Proposition42 が却下 1990 年の定期総会で Prop42 が却下された。





卒業率の報告が法令化されたことを受けて NCAA は 1984 年の入
学生からの卒業率のデータ収集はじめる。6 年間をベースとするこ
とに決まった。
1991 ナイト委員会による 3 面アプロー
チの提案 1
three-pronged approach （presi-
dential control, and academic 









Prop48 に GPA の高低により求める SAT/ACT のスコアにスライ
ドスケールを適用し、最低スコア（SAT で 700、ACT で 17 と
GPA2.0 の制限）を定める Prop16 がディビジョン I に採用された。
1995 Prop16 のディビジョン I への導入 Prop16 にスライディングスケールを取り入れ高校のコアコース科
目を 11 から 13 科目に増やし、準認定者には SAT600（ACT は
15）GPA2.75 の最低ラインを設けた。Partial qualiﬁ er は初年度は
練習には参加できるが試合には出られない。
1997 ディビジョンごとの自治を強化 NCAA は 3 つのディビジョンにより自治を与え連合的な組織体系
を強化した。ディビジョン I は代表合議制をとり、規制やルールの
変更などを一年の中でより頻繁に行えるようにした。一方でディビ
ジョン II と III は 1 大学 1 票制のまま定時総会に重きをおいた形を
維持した。学長連合は引き続きそれぞれのディビジョンにおいて高
い権限をもった。





2003 ディビジョン I ではコアカリキュ
ラムを 16 に増加し、テストによ
る足きり点を廃止







めに学生アスリートが 3 年時スタートまでに卒業要件の 40%、4 年











2005 “Academic Success rate”（ASR）
のディビジョンⅡへの導入





“The Study of College Outcomes 
a n d  R e c e n t  E x p e r i e n c e s 
（SCORE）.”を発表
NCAA は過去 10 年の卒業生を対象に学業成績と経験の効果につい
て調査を実施した。“The Study of College Outcomes and Recent 
Experiences （SCORE）.”
2009 エリート 90 表彰をスタート エリート 90 アウォードが設けられ NCAA の 90 のチャンピオンシ
ップの決勝の会場でトータル GPA 平均で最も優秀な学生アスリー
トを表彰するようになった。
2010 ディビジョン I のGSR 82％を達成 2004年の入学生からディビジョンIのGSRのスコアは82％となった。
2014 ディビジョン I の GSR84％を達成
ディビジョン II の ASR は 82％を
達成
2007 年の入学生はディビジョン I の GSR で 84％、ディビジョン II



































対象 110 校、回収 92 校（有効回答率 84％）、調
査期間は 2015 年 2 月 1 日から 2 月 27 日
3 「大学スポーツの振興に関するアンケート調査」
全国公私立大学 1116 校対象、回答 617 校。
図表 10　ディビジョン I の配分金の推移
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